
札幌市内でキャッシュカード詐欺盗が発生（5/26） 
 

 本年５月15日、厚別区に居住する80歳代女性の自宅固定電話に財務局を名
乗る女から電話があり、「あなたのキャッシュカードが詐欺に使われた。」「キャッ
シュカードにハサミを入れに行きます。」などと言われた。 

 その後、自宅に来訪した女にキャッシュカードを渡したところ、犯人が用意した封筒
にキャッシュカードを入れ、印鑑を取りに行くよう言われ目を離した隙に別の
封筒とすり替えられ、キャッシュカードを盗まれる被害が発生。 

 

 ※ 電話でキャッシュカードを「受け取りに行く。」「確認しに行く。」などと言
  われたときは詐欺です。 

   

 被害防止ポイント、 

○ 「キャッシュカードは他人に渡さない！」「暗証番号を他人に教えない！」
 を合言葉に、被害に遭わないように注意してください！ 

○ 電話でキャッシュカードというワードが出た時は詐欺を疑い、最寄りの警察や
 ♯9110に相談してください！ 

 

  

【金融機関の皆様へ】 

○ 金融機関職員を名乗ることも考えられ、問い合わせが来ることも予想されますの
 で、その際には上記の被害防止対策を教示の上、最寄りの警察署に通報いただ
 きますようお願いします。 

【すべての事業者等の皆様へ】 

○ この情報は、できる限り多くの道民の皆様に伝達できますよう、傘下企業、ご家
 族、ご友人、お知り合い、ご近所の方に対して転送するなど、広く情報提供をお願
 いします。
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